
第２学年 組 数学科学習指導案 

      

 

１ 単元  一次関数 （１９時間完了） 

（１）目 標  

 ・ 身のまわりの事象の中から，一次関数とみられるものを見つけようとする。 

（関心・意欲・態度） 

 ・ 具体的な事象を一次関数とみなし，それを問題解決に利用できるようにする。  （思考力） 

 ・ 一次関数の特徴を理解し，一次関数のグラフをかいたり，直線の式を求めたりできるようにす

る。                                     （技能） 

 ・ 一次関数のグラフと二元一次方程式のグラフとの関係や連立方程式の解とグラフとの関係を明

らかにする。                              （知識・理解） 

（２）構 想  

本学級は男子１９名，女子１３名の３２名で構成されている。真面目で素直な生徒が多く，体育

大会では，それぞれの役割に責任をもち，各自でアイデアを出し合い，クラスの雰囲気を盛り上げ

ることができた。授業に対しても，真剣に取り組む姿が見られる。「連立方程式」の単元では，連

立方程式を解くために，加減法で始めに文字を消去し，一元一次方程式に直すことを多くの生徒が

理解して，正しい解を求めることができた。生徒の中には，既習内容である式の値の学習から類推

して，未習の代入法に気づくものもいた。しかし，求め方（考え方）を説明することが苦手である

ため，自分のノートを見せ，指でさしながら指示語を使って説明する姿がよく見られる。この姿か

らは，自分の考えをうまく整理ができていないことがうかがえる。生徒たちには，生活経験や既習

内容を基に，根拠を明らかにして，順序立てて自分の考えを他者へ伝えることができるようになっ

てほしい。 

一次関数は，１年生では，比例・反比例という関数の基礎を学習し，２年生では，その比例の関

数を基に，一次関数について学習することで，関数についての概念をより確かなものにする。一次

関数の表やグラフの特徴から，変化の割合が一定であることやグラフの y軸上の座標が切片である

ことなど，理解を深めることができる。また，連立方程式の解が２本の一次関数のグラフの交点を

意味することから，２年生のこれまでの学習を統合する単元である。 

本単元では，「一次関数」を利用した考えであるダイヤグラムを扱う。中学校からは，新幹線の

走る様子を見ることができる。そこで，実際に，上りと下りの新幹線がすれ違う瞬間の映像を見せ，

「２時間目の授業時間内（９：２５～１０：１５）に，新幹線がすれ違う瞬間を見ることができる

か」と学習課題を提示する。生徒には，時刻表や地図など各自が必要と考えたものを利用して，個

人追究の場を設ける。時刻表から，対象となる新幹線を見つけ出したり，東京と名古屋のそれぞれ

から中学校までの道のりを考えたりするだろう。教師は，生徒との対話を通して，その考えを支え，

関わり合いに向けて生徒の考えを把握し，座席表に記録する。 

本時は，個人追究の調べた内容を基に，関わり合いを行う。「見られる」意見としては，実際に

観察した結果から考えるものや時刻表からダイヤグラムを作成し，表から読み取るもの，一次関数

の式として捉え，連立方程式でその交点を求めるものなど，様々な方法ですれ違う時刻を導き出す

だろう。「見られない」意見としては，誤差が生じてすれ違う位置が定まらないと考えるものがい

るだろう。両者の考えを教師が板書で整理することで，友達の意見に対して，自分の考えを関わら

せて発言することができるだろう。日本の鉄道は，ダイヤグラムを基に正確に運行されている。よ

って，多少の誤差はあるものの，数学を利用して，鉄道の通過時間や通過位置を予測することが可

能である。生徒には，調べた内容を基にして，説明することができるようになることと日常生活に

存在する一次関数に興味をもち，活用していこうとする姿を願っている。 

 

 

 

 

 



２ 指導計画 

学 習 課 題 教 師 の 支 援 時間 

１ ともなって変わる２つの

数量の間の関係について

考えよう。 

・節とびらの時間と水槽の高さの関係を表にまとめ

る。 

・比例 y=axと一次関数 y=ax+bの違いである，ｘの値

が２倍，３倍…となってもｙの値は２倍，３倍…と

なっていないことに気づくために，比例と一次関数

の表を比較するよう指示をする。 

 

２ 

【習得】 

【活用】 

２ 一次関数の変化の様子に

ついて調べよう。 

・一次関数の表に矢印を書き，値の変化を視覚的に確

かめることができるように提示する。 

２ 

【習得】 

【活用】 

３ 一次関数のグラフの特徴

を調べよう。 

・グラフの特徴を捉えるために，比例のグラフと比較

することを指示する。 

・変化の割合 aによってグラフの傾きが変化すること

を理解するために，ＧＲＡＰＥＳを使って，a の値

を変えたグラフを提示する。 

３ 

【習得】 

【活用】 

４ 一次関数のグラフから一

次関数の式を考えよう。 

・一次関数の式は傾き(変化の割合)と切片の２つの定

数があることを確認する。 

３ 

【活用】 

５ 方程式の解をグラフに表

そう。 

・ＧＲＡＰＥＳを使って，方程式のグラフを視覚的に

提示する。 

２ 

【習得】 

【活用】 

６ ２直線の交点について調

べよう。 

・一次関数は二元一次方程式と見ることができ，グラ

フは二元一次方程式の解の集まりであることを提示

する。 

・２つの二元一次方程式のグラフがあるとき，連立方

程式で解が求められることを確認する。 

１ 

【活用】 

【探究】 

７ 一次関数を利用して，身の

まわりのいろいろな問題

を解決しよう。 

・一次関数の見方を広げるために，日常生活の問題を

提示する。 

・実際の事象において，変化の割合や切片が何を表し

ているのかを知るために，グラフをもとに考える。 

６ 

【活用】 

【探究】 

本時 
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３ 本時の指導 

（１）目 標 

① 友達の意見を聞いて，自分の考えを見つめ直そうとすることができる。 

      （関心・意欲・態度） 

② 友達の意見を聞いて，一次関数や連立方程式で新幹線がすれ違う時刻を求められることに気づ

くことができる。                             （知識・理解） 

（２）準 備 

  生徒：教科書，ノート，ワークシート 

教師：ダイヤグラム，新幹線の時刻表，教材提示機，座席表 

（３）探究を深めるための手立て 

手立て① 「見られる」「見られない」の２つの立場に分けて，生徒の考えを構造的に板書する。 

【視点Ⅰ 多様性】 

手立て② 一次関数の考えを基に，ダイヤグラムを読み取るなど，個人追究の結果を根拠にして，

新幹線がＡ中学校付近ですれ違う時間について話し合う場を設ける。 

【視点Ⅴ 連携性】 

 



（４）展 開 

段階 生徒の活動 教師の支援 

課題 

(２) 

 

 

追究 

(35) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理 

(13) 

１ 本時の学習課題を把握する。 

 

 

 

２ 前時までに調べたことを確認する。 

・時刻表からダイヤグラムを作り，すれ違うことがわかる。 

・ダイヤグラムから式をつくり，すれ違う時刻と地点を導き出す。 

３ 中学校から見られる新幹線がすれ違う瞬間

は見られるか話し合う。 

《見られる》 

・一昨日と昨日の２日間ともここから見られたか

ら，すれ違う瞬間は見られると思う。 

・すれ違う瞬間はダイヤグラムから読み取ること

ができる。 

・のぞみとひかりがすれ違う瞬間が見られると思

う。 

・すれ違う新幹線は，ひかりとこだまじゃなくて，

のぞみ 159 とのぞみ 4 だと思う。 

・名古屋からＡ中まで約５１ｋｍだから，ダイヤ

グラムの縦軸が５１あたりで交わっている新

幹線がすれ違うはず。 

・ダイヤグラムを一次関数のグラフとみることが

できて，交点の値からすれ違う時間と地点を求

めることができる。 

・グラフの交点だから連立方程式を使って解を求

めることができる。それぞれの式は 

y=-4.215x+337.2 ，y=4.215x-236.04 

となり，連立方程式を解くと，x=68。出発して

から 68 分後にすれ違うから，10 時 7 分にこの

付近ですれ違うはず。 

・学校から２ｋｍくらい離れた場所でも，ここか

らも見ることはできる。 

《見られない》 

・ここからだと高さが足りないから見ることはで

きないんじゃないかな。 

・今日は風が強いから，上りの新幹線が通る時間

が遅くなりそうだから，見られない。 

・Ａ中学校の場所とすれ違う地点が違うから，Ａ

中学校からすれ違うことは見られないと思う。 

 

４ 実際にすれ違うか確認する。 

５ 今日の振り返りをする。 

・時刻表だけだとすれ違うか分からなかったけ

ど，ダイヤグラムにするとすれ違うことが分か

った。 

・〇〇さんの話を聞いて，一次関数だけでなく，

連立方程式も使うとより詳しく時間や距離が

求められることが分かった。 

・本時の学習課題を板書する。 

 

 

 

・発表ができるように，前時までに調べた内

容を確認するように指示する。 

 

・意図的に実生活から導き出した生徒を初め

に指名する。 

 

 

 

 

 

 

・友達の意見を把握するために，生徒が書い

たノートやワークシートを教材提示機で大

型ＴＶに映し出す。 

 

・ダイヤグラムからすれ違う新幹線を見つけ

た生徒には，ダイヤグラムを指でさしなが

ら考えを発言するよう指示する。 

 

・結果だけを述べている生徒に対しては，調

べたことを根拠として発表するよう助言す

る。 

 

・次につながる意見が出やすいように，「続

けて。」と声かけをする。 

 

・友達の考えにつなげて，自分の考えを発表

できた生徒を称賛する。 

 

・意見がでない場合は，座席表から似たよう

な考えをしている生徒を意図的に指名す

る。 

 

 

 

 

・窓の外に注目するよう指示する。 

 

・本時で調べたダイヤグラムは，実際に鉄道

運行に使われており，とても大事なもので

あることを伝える。 

新幹線がすれ違う瞬間は見られるか話し合おう 

・調べた結果を根拠にして，自分の考えを

発言するよう指示する。（手立て②） 

・生徒の発言を，それぞれの立場にわけて

板書をする。（手立て①） 



（５）評 価   

① 友達の意見から，自分の考えを再構築することができたか。 

（活動３，ノート，ワークシートから） 

② 友達の意見から，一次関数や連立方程式の考え方を利用して，新幹線がすれ違う時刻を求められ

ることに気づき，確認することができたか。             （活動５の振り返りから） 

 

（６）板書計画 

 

 

 

<見られない>             <見られる> 
・ここからだと高さが足りない           ・２日間とも見られたから，すれ違う瞬間は見られる 

・今日は風が強いから時刻通りじゃない       ・すれ違う瞬間はダイヤグラムから読み取ることができる。 

   ↪のぞみとひかりがすれ違う。 

のぞみ 159 とのぞみ 4 

・名古屋からＡ中学まで約５１ｋｍだから， 

ダイヤグラムの縦軸が５１あたりで交わっている新幹線 

・ダイヤグラムは一次関数だから，交点から時間と地点がわかる 

↪連立方程式を使って解を求めることができる。 

y=-4.215x+337.2  

y=4.215x-236.04 

連立方程式を解くと，x=68。 

10 時 7 分にこの付近ですれ違うはず。 

・すれ違う地点がＡ中学と離れている。      ・学校から２ｋｍくらい離れた場所でも，見ることはできる。 

 

 

            10：07 にすれ違う瞬間が見られる 

新幹線がすれ違う瞬間を見られるか 


